
５
月
１
日
（
金
）
に
「
第
66
回

越
谷
地
区
メ
ー
デ
ー
」
が
10
時
よ

り
、
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
残
念
な

が
ら
朝
か
ら
本
降
り
の
雨
で
し
た

の
で
、
集
会
後
の
デ
モ
行
進
は
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

越
谷
支
部
は
、
５
人
の
役
員
で

９
時
15
分
か
ら
雨
の
た
め
小
ホ
ー

ル
入
口
ま
で
の
通
路
で
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
越
谷
支
部
の
活
動
案
内

と
加
入
書
を
配
布
し
ま
し
た
（
写

真
参
照
）
。

越
谷
地
区
メ
ー
デ
ー
は
、
最
初

集
ま
り
が
今
一
で
し
た
が
、
最
終

的
に
は
、
事
務
局
発
表
で
４
２
０

名
で
し
た
。
集
会
は
議
長
団
選
出

の
後
、
延
寿
時
議
長
が
主
催
者
挨

拶
を
行
い
、
そ
の
後
大
野
埼
玉
県

知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
代
読
、
福

田
越
谷
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
代

読
に
引
き
続
き
来
賓
挨
拶
に
細
川

（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
、
山
田

（
ネ
ッ
ト
）
、
橋
詰
（
公
明
）
の

３
名
の
埼
玉
県
議
会
議
員
が
、
ま

た
来
賓
紹
介
と
し
て
、
こ
し
が
や

無
所
属
の
会
、
立
憲
民
主
党
越
谷

市
議
団
、
市
民
ネ
ッ
ト
、
日
本
共

産
党
越
谷
・
吉
川
市
議
団
の
市
議

の
名
前
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
メ
ー
デ
ー
の
決
議
案
と

し
て
「
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
と
る

決
議
」
「
日
本
国
憲
法
を
生
か
し
、

平
和
な
世
界
を
求
め
る
決
議
」

「
メ
ー
デ
ー
宣
言
」
が
承
認
さ
れ
、

メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確
認
の

後
、
団
結
が
ん
ば
ろ
う
（
写
真
）

を
行
い
ま
し
た
。

参
加
団
体
は
15
団
体
で
し
た
。

集
会
の
最
後
は
「
お
楽
し
み
抽

選
会
」
で
す
。
ク
オ
カ
ー
ド
１
万

円
が
１
本
、
５
千
円
が
７
本
、
３

千
円
が
10
本
、
千
円
が
30
本
で
す
。

番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
和
気
あ

い
あ
い
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

越
谷
支
部
の
参
加
者
に
は
過
去
、

１
万
円
の
当
選
者
、
５
千
円
の
当

選
者
も
で
た
の
で
す
が
、
今
回
は

３
千
円
が
一
人
、
千
円
が
一
人
で

し
た
。
越
谷
支
部
の
参
加
者
は
15

名
で
し
た
。
デ
モ
行
進
は
、
雨
の

た
め
中
止
で
し
た
が
、
10
人
ほ
ど

で
ご
苦
労
さ
ん
会
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

（
五
十
嵐
）

私
は
１
９
４
３
年
生
ま
れ
で
す
。

憲
法
は
絶
え
ず
私
の
中
に
あ
り

ま
し
た
。
と
い
う
の
は
私
た
ち
家

族
は
45
年
の
東
京
大
空
襲
に
遭
い
、

５
月
24
～
26
日
に
は
山
の
手
で
大

変
な
空
襲
が
あ
り
、
空
襲
の
さ
な

か
に
弟
が
生
ま
れ
い
よ
い
よ
命
が

危
な
い
と
信
州
へ
疎
開
し
た
の
で

す
。
２
カ
月
で
敗
戦
と
な
り
、
そ

の
後
の
物
不
足
や
、
親
類
縁
者
も

な
い
私
た
ち
に
、
毎
日
が
両
親
に

と
っ
て
は
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た

と
想
像
で
き
ま
す
。
し
か
し
新
し

い
憲
法
が
で
き
た
と
き
、
父
は
二

度
と
戦
争
は
し
な
い
と
誓
っ
た
９

条
を
宝
物
に
し
て
、
「
田
畑
忍
著
」

の
冊
子
に
線
を
引
い
て
学
習
し
て

い
ま
し
た
。
遺
言
だ
と
思
っ
て
こ

れ
を
守
り
通
し
て
今
年
も
５
月
３

日
の
憲
法
記
念
日
の
有
明
防
災
公

園
で
の
集
会
に
出
る
つ
も
り
で
す
。

今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
き
な
臭
い

戦
争
前
夜
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま

す
。
70
年
く
ら
い
前
に
父
が
買
っ

た
憲
法
の
冊
子
を
持
参
し
て
、
父

の
思
い
も
い
っ
ぱ
い
叫
び
た
い
。

「
ど
ん
な
戦
争
も
ダ
メ
」
だ
と
。

（
宮
下

文
子
）

２０２６年５月２０日(水)発行 全日本年金者組合越谷支部ニュース『ねんきん越谷』 第３３６号

全日本年金者組合越谷支部
〒343-0845

埼玉県越谷市南越谷2-13-49

(越労連内)
TEL・FAX 048-989-2472

E-mail keyaki-n@biscuit.ocn.ne.jp

点

睛

６月１５日（月）「年金支給日宣伝」
南越谷駅南口広場にて １０時３０分～１１時３０分

世
界
を
よ
く
理
解
す
る

こ
と
が
必
要

２０２６年

３３６号
５月２０日（水）

高
市
第
２
次
内
閣
は
、
結
成
以
来
、
外
交
上
の
成
果

か
ら
、
若
い
世
代
を
中
心
に
70
～
80
％
の
高
い
支
持

率
が
続
く
。
明
確
な
方
針
と
対
話
力
か
ら
、
世
界
で

は
彼
女
と
対
話
を
求
め
る
リ
ー
ダ
ー
が
急
増
し
て
い

る
。
た
だ
、
選
挙
公
約
の
一
つ
、
食
料
品
の
消
費
税

減
税
で
は
、
迷
走
し
て
い
る
。
企
業
に
よ
っ
て
は
、

逆
に
損
・
・
と
の
批
判
が
あ
る
が
、
従
来
と
比
較
し

て
、
損
失
を
カ
バ
ー
す
る
税
法
に
す
れ
ば
よ
い
。

自
民
党
の
日
本
国
憲
法
改
正
案
に
は
、
「
財
政
の

健
全
性
」
が
あ
る
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
に

「
イ
ン
フ
レ
な
き
発
展
の
た
め
の
財
政
」
が
正
解
で

あ
る
。
石
油
価
格
で
分
か
る
よ
う
に
、
イ
ン
フ
レ
は

政
府
予
算
で
抑
制
で
き
る
の
で
、
政
府
は
、
経
営
資

源
の
あ
る
限
り
、
予
算
拡
大
す
れ
ば
、
豊
か
で
強
い

日
本
に
で
き
る
。
市
場
で
日
々
動
く
資
金
は
、
全
体

の
０
．
１
～
１
％
だ
け
で
、
現
在
の
供
給
過
多
の
経

済
で
は
、
政
府
予
算
の
拡
大
に
も
、
後
々
、
眠
る
資

金
が
増
加
す
る
だ
け
で
あ
る
。

仮
に
全
国
11
万
人
の
年
金
者
組
合
員
の
各
々
に
、

政
府
が
１
億
円
づ
つ
配
布
す
る
と
、
11
兆
円
が
預
金

と
し
て
増
加
す
る
だ
け
で
一
度
に
使
わ
な
け
れ
ば
何

も
起
き
な
い
。
今
、
心
配
す
べ
き
は
、
石
油
供
給
で

あ
る
が
、
日
本
に
は
戦
略
備
蓄
に
２
０
０
日
以
上
の

余
裕
が
あ
り
、
輸
入
先
を
拡
大
す
る
こ
と
と
な
る
だ

ろ
う
。

ま
た
、
自
民
党
の
憲
法
改
正
案
は
、
平
和
主
義
を

維
持
し
て
、
自
衛
隊
の
名
称
を
国
防
軍
と
変
え
、
近

年
の
国
際
環
境
に
合
わ
せ
る
方
向
で
あ
る
。

２
０
１
４
年
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
の
策
定

以
来
、
運
用
指
針
を
見
直
し
た
こ
と
に
、
国
民
の
抵

抗
が
強
い
。
し
か
し
、
90
年
代
か
ら
、
世
界
の
最
先

端
産
業
は
、
素
材
か
ら
部
品
ま
で
、
日
本
の
技
術
に

依
存
し
て
い
た
。

今
後
は
、
外
交
上
も
、
世
界
で
平
和
を
希
求
す
る

友
好
国
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
８
世
紀
、
世
界
最
古
の
歌
集
、
万
葉
集
で
は
、

多
く
の
歌
が
、
名
も
な
き
一
般
人
「
詠
み
人
知
ら
ず
」

で
あ
る
。
他
方
、
欧
米
が
奴
隷
貿
易
や
奴
隷
制
度
を

捨
て
て
か
ら
、
１
世
紀
も
経
過
し
て
い
な
い
。

日
本
の
考
え
方
が
、
世
界
に
拡
大
す
る
こ
と
が
、

真
の
世
界
平
和
へ
の
道
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
そ

の
た
め
に
は
、
現
代
の
日
本
人
が
、
世
界
を
よ
く
理

解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
渡
邊
穰
二
）

５
月
１
日
（
金
）
第
66
回
越
谷
地
区
メ
ー
デ
ー

サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
で

４
２
０
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た

父
の
冊
子
持
ち

５
・
３
憲
法
集
会
へ


